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　行財政改革の取り組みと　財源不足への対応について

　令和 ６ 年度以降は、さらに財源不足の拡大が見込まれるため、令和元年度に「観光まちづくりの充実・維
持に係る財源のあり方に関する検討会議」を設置し、固定資産税の超過課税だけではなく、新たな財源の検
討を進めています。

令和 ６ 年度以降について

　令和 ３ 年度は、新型コロナの長期化に伴い多くの取り組みが影響を受けましたが、オンライン子育て相談
や子育て支援プログラムの配信などの対応を進めるとともに、観光分野では、デジタルサイネージでの動画
放映や箱根ＤＭＯによるオンライン商談会など非接触媒体を通して、国内外の観光客へ向けた誘客プロモー
ションを実施しました。
　引き続きウィズコロナの視点で取り組みを進めるとともに、令和 ４ 年度は行財政改革アクションプランの
最終年度であることから、次期行財政改革への積み残しを極力減らせるよう着実に取り組んでいきます。

コロナ禍における取組みについて

＊照会先　企画課  ☎８５ － ９５６０　FAX８５ － ７５７７　電子メール　web_tokuteiseisaku@town.hakone.kanagawa.jp

令和 ３年度の財政健全化効果額
■収支改善効果額
　実績額： ２億5,409万円
　見込額： ２億4,390万円

＋
■その他効果額
　実績額：5,000万円
　見込額：5,000万円

＝
●財政健全化効果額
　実績額： ３億 409万円
　見込額： 2億9,390万円

【財政健全化効果額の考え方】
　行財政改革アクションプランでは、取り組みにより見込まれる効果を「収支改善効果額」と

「その他効果額」の ２ つに分け、その合計を「財政健全化効果額」としています。
・収支改善効果額… 各年度の収支改善に寄与する効果額
　例）町税の徴収率の向上 → 町税収入が増え、歳入増加となります。
　　　払込通知書の廃止 → 口座振替時に送付する払込通知書の廃止により、歳出削減となります。
・その他効果額… 毎年度の収支改善に直接寄与しないものの、財政状況の改善という観点から見込まれる効果額
　例）財政調整基金の残高確保 → 将来のリスクに備え基金に積み立てを行い、健全な財政運営を図ります。

　「箱根町行財政改革アクションプラン」および各年度の取組状況報告書、また、
町の財政状況等を予算の仕組みとともにわかりやすく記載した「箱根町のわかりや
すい予算」は、役場本庁舎 ３ 階企画課および出張所窓口に置いてあります。町ホー
ムページにも掲載していますので、詳しくはそちらをご覧ください。

　平成29年度に中間見直しを行い、大きな変更点として新たに重点項目に位置付けた『行政サービスの質の
向上』の取り組みを盛り込むなどにより、推進項目数を45から76と大幅に増やし、より一層の行財政改革の
推進を図っています。
　また、平成30年度からは取組結果を箱根町行財政改革有識者会議で説明し、外部有識者の意見を伺い、次
年度以降の取り組みに反映させることで適切な進捗管理を図っています。
※�本記事では、新型コロナウイルス感染症を「新型コロナ」、感染拡大が招いた状況を「コロナ禍」と言い

ます。

箱根町行財政改革アクションプラン（平成29年度〜令和 ４ 年度）

・取組予定68項目に対し、全ての項目に取り組みました。
　全76の推進項目のうち、取組終了した ８ 項目以外の68項目に取り組みました。特に、「償却資産の申告内
容調査」、「ふるさと納税の促進」、「町税の徴収率の向上」など、自主財源確保の取り組みが目標を超える結
果となり、見込みを大幅に上回る収支改善効果額実績となりました。
・財政健全化効果額の実績額は、 ３億409万円となりました。
　（【財政健全化効果額の考え方】については、 ２ ページを参照してください。）
　令和 ３ 年度の取り組みによる財政健全化効果額の実績額は ３ 億409万円となり、見込額の２億9,390万円を
上回ることができました。
　この内訳は、収支改善効果額の実績額が「ふるさと納税の促進」の ２ 億5,550万円、「償却資産の申告内容
調査」の6,374万円などがあり、その他効果額の実績額は「財政調整基金の残高確保」の5,000万円となり
ました。

令和 ３ 年度の行財政改革アクションプランの取組状況について

将来に負担を先送りしない持続
可能な財政構造への早期転換
（量の改革）

基本理念 基 本 方 針 主 な 推 進 項 目

時代の変化に即応する行政サー
ビスの提供
（質の改革）

社会経済構造の変化に適応する
まちづくり
（活力ある地域社会の形成）

行政資源の有効活用を図るまち
づくりに向けた意識改革と実践
（意識の改革）

・償却資産の申告内容調査
・ふるさと納税の促進
・財政調整基金の残高確保

・町税の新たな納付機会の拡充（モバイルレジ収納等の導入）
・ごみの減量化、資源化および適正処理の推進
・コンビニ交付サービス導入の検討（住民票の写し等の交付）

・定住化の促進（空き家バンク制度やトライアルステイの実施）
・民間活力を利用した防災情報発信の検討

・行政組織機構の見直し
・テレワークの検討
・学校業務改善プランの策定

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
実
現
に
向
け
た
改
革

※下線は、非接触型の取り組みなど新型コロナの影響で予定以上に進捗した項目です。

■財政見通しによる
　財源不足額
△約 ７億3,700万円／年

＋
■�行財政改革アクション
　プランの収支改善効果額
　約 ２億3,200万円／年

＝
●�行財政改革を行ってなお
　見込まれる財源不足額
△約 ５億500万円／年

➡ 固定資産税の超過課税
（税率1.58％）で対応

　中長期の財政見通しを策定した結果、令和元年度から ５ 年度に見込まれる財源不足額は年間平均約 ７ 億
3,700万円となり、同期間の行財政改革アクションプランの取り組みによる収支改善効果額の年間平均約
２ 億3,200万円を加味しても、行財政改革を行ってなお年間平均約 ５ 億500万円の財源不足が見込まれます。
　その対応として補てん財源の安定性や規模などを総合的に検討した結果、引き続き固定資産税の超過課税
を採用することが最も望ましいと考え、現行税率1.58％で継続しつつ、超過課税は当分の間、実施すること
とし、 ５ 年毎に見直す形としたものです。

令和元年度から 5 年度について
財源不足への対応

２ 次元コード
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オミクロン株対応ワクチンの接種がはじまりますオミクロン株対応ワクチンの接種がはじまります
　 ２ 回目接種を完了した12歳以上の方を対象にオミクロン株対応ワクチンの接種が始まります。
　今後、 ３ 回目以降の接種を希望される方は、このワクチンを接種することになります。まだ一度もワク
チンを接種していない方で、ワクチン接種を希望する場合は、ワクチン接種対策室へ問い合わせてください。
　ワクチン接種後に箱根町へ転入した方は、「接種券発行申請書」により
申請が必要です。申請は、「コロナワクチンナビ」からも行えます。

10月の集団接種について10月の集団接種について
〇接種対象者〇接種対象者
　最終接種日（ ２ 回目接種以降）から 5 か月を経過した12歳以上の方
※今回対象となる方へは 9 月22日に詳細を通知しています。
【10月集団接種日程】

日　　　程 10月19日
㈬

10月20日
㈭

10月22日
㈯

10月26日
㈬

10月29日
㈯

10月30日
㈰

11月 4 日
㈮

11月 5 日
㈯

11月 6 日
㈰

使用ワクチン ファイザー ファイザー ファイザー ファイザー モデルナ ファイザー ファイザー ファイザー ファイザー

会　　　場 さくら館

接種
受付
時間

午前 ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯

午後 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

午前： ９ 時〜11時３０分　　午後：13時〜１５時３０分

　町内の医療機関や、町外のかかりつけ医療機関でも接種が受けられる場合がありますので、医療機関へ
直接問い合わせてください。

５ 歳から11歳のお子さんのワクチンの追加接種について５歳から11歳のお子さんのワクチンの追加接種について
　小児ワクチンの追加接種を次のとおり実施します。
【日　程】10月29日㈯
【会　場】さくら館
【接種受付時間】 ９ 時〜11時30分
【対象者】 2 回目接種から 5 か月経過した 5 歳から11歳の方
【予約開始日】10月17日㈪  8 時30分から　※予約枠が埋まり次第、締め切りとなります。
【予約方法】�町ワクチン接種予約サイトもしくは町ワクチン接種対策室（☎８５ − ９５７７）へ電話で予約して

ください。コールセンターは開設しません。
※初回接種（ １ 、 ２ 回目）未接種で初回接種を希望される場合は、ワクチン接種対策室へ問い合わせて
ください。

町ワクチン接種予約サイト（予約期間中は24時間受付）
https://taskcore.tkc.jp/cu/143821/r1/residents/procedures/procedure/1/0

� 照会先　保険健康課  新型コロナウイルスワクチン接種対策室  ☎８５ − ９５７７

２ 次元コード→

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
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予

防
接
種
後
、
免
疫
が
つ
く
ま
で
、

２
週
間
程
度
必
要
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前

に
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
連

絡
し
、
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

対　
象　
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

接
種
日
当
日
に
次
の
い
ず
れ
か
の

条
件
を
満
た
し
て
い
る
方

○
65
歳
以
上
の
方

○�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
が
あ

る
方

※
機
能
障
が
い
が
あ
る
方
は
、
医

師
の
診
断
書
ま
た
は
身
体
障
害
者

手
帳
（
１
級
程
度
）
の
写
し
な
ど
、

接
種
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明

で
き
る
資
料
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

接
種
期
間　
10
月
１
日
㈯
～
令
和

５
年
２
月
28
日
㈫

自
己
負
担
額　
１
，
７
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
町
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
、
申
請
に
よ

り
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
費
用
が

全
額
助
成
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る

方
は
、
印
鑑
、
本
人
を
確
認
で
き

る
も
の
（
保
険
証
な
ど
）
を
持
参

し
、
さ
く
ら
館
ま
た
は
保
険
健
康

課
、
出
張
所
で
事
前
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

公
費
負
担
に
よ
る
接
種
回
数　
１
回

実
施
医
療
機
関　
町
内
医
療
機
関
、

小
田
原
医
師
会
ま
た
は
足
柄
上
医

師
会
医
療
機
関
（
要
事
前
予
約
）

照
会
先　
さ
く
ら
館

�

☎
８
５
―
０
８
０
０

疾
病
予
防
セ
ミ
ナ
ー

　
町
で
は
、
病
気
の
予
防
や
早
期

発
見
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て

い
た
だ
く
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、「
睡
眠
」
を
テ
ー
マ
に
、

そ
の
働
き
や
良
い
睡
眠
を
得
る
た

め
に
生
活
の
中
で
で
き
る
こ
と
な

ど
を
精
神
科
の
先
生
か
ら
伺
い
ま

す
。

日　
時　
10
月
24
日
㈪
14
時
～
15

時
30
分

場　
所　
さ
く
ら
館
２
階
会
議
室

対　
象　
町
内
在
住
の
方

講　
師　
小
林
博
子
氏
（
ひ
ま
わ

り
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

定　
員　
40
名
（
先
着
申
込
順
）

申
込
方
法　
10
月
14
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
さ
く
ら
館

�

☎
８
５
―
０
８
０
０

10
月
17
日
㈪
か
ら

�

23
日
㈰
は　

�

行
政
相
談
週
間
で
す

　
行
政
相
談
週
間
行
事
の
一
環
と

し
て
、
行
政
相
談
委
員
が
中
心
と

な
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

（
申
込
不
要
）

日　
時　
10
月
21
日
㈮
13
時
30
分

～
15
時
30
分

場　
所　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

内　
容　
国
の
行
政
機
関
の
業
務
、

公
団
や
公
庫
な
ど
の
特
殊
法
人
、

独
立
行
政
法
人
、
国
の
補
助
に
係

る
業
務
、
県
お
よ
び
市
町
村
が
国

か
ら
法
定
受
託
し
て
い
る
業
務
な

ど
に
関
す
る
相
談

相
談
員　
行
政
相
談
委
員
（
曽
我

眞
）

※
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
、
皆
さ
ん
の
相

談
相
手
と
し
て
、
国
の
行
政
機
関

な
ど
の
業
務
に
関
す
る
苦
情
の
相

談
に
応
じ
、
相
談
者
に
必
要
な
助

言
や
関
係
機
関
へ
苦
情
を
通
知
す

る
な
ど
、
問
題
の
解
決
を
促
し
ま

す
。

照
会
先

□
町
民
課（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
）

�

☎
８
５
―
７
１
６
０

□�

総
務
省
神
奈
川
行
政
評
価
事
務

所
行
政
相
談
課

�

☎
０
５
７
０
―
０
９
０
１
１
０

未
来
へ
の
約
束
を
、

�

公
正
証
書
が
守
り
ま
す
。

遺
言
・
任
意
後
見
・
信
託
・

各
種
契
約

10
月
1
日
㈯
か
ら
7
日
㈮

ま
で
は「
公
証
週
間
」で
す

　
公
証
制
度
と
は
、
契
約
や
遺
言

の
際
に
、
法
務
大
臣
の
任
命
し
た

公
証
人
が
公
文
書
で
あ
る
公
正
証

書
を
作
成
し
、
後
日
の
ト
ラ
ブ
ル

防
止
と
取
引
の
安
全
や
遺
言
の
完

全
な
実
現
を
図
る
も
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
内
主
要
都
市
に

あ
る
公
証
役
場
ま
た
は
横
浜
地
方

法
務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
各
公
証
役
場

で
行
っ
て
い
ま
す
。

照
会
先　
横
浜
地
方
法
務
局
・
横

浜
公
証
人
会

☎
０
４
５
―
６
４
１
―
７
４
６
１

（
代
表
）

日　時　10月 5 日㈬・19日㈬  17時15分～19時15分
　　　　10月 1 日㈯・23日㈰  ８ 時30分～12時
場　所　役場本庁舎 ２ 階町民課窓口係
取扱事務
◎�マイナンバーカードの受け取り・申請（顔写真撮影＋オンラ

イン申請＋郵送受け取り可）
◎電子証明書の更新・再発行　　　◎マイナポイント申込支援
※�マイナンバーカード事務以外の取り扱いはありません。
照会先　町民課  ☎85 − ７１６０

マイナンバーカード
専用窓口開設
（夜間休日）

コロナワクチンナビ
２次元コード

町ホームページ
２次元コード
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老
人
福
祉
事
業

�

功
労
者
表
彰

　
老
人
福
祉
の
向
上
な
ど
に
功
績

の
あ
っ
た
６
人
の
方
々
を
表
彰
す

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
感
謝

状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
表
彰
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

老
人
福
祉
事
業
功
労
者

老
人
福
祉
事
業
功
労
者

○
菊
川　

明
（
湯
本
）

○
小
川　
ツ
ル
（
湯
本
）

○
大
場　
診
（
二
ノ
平
）

○
川
久
保　
雅
子
（
強
羅
）

○
小
林　
博
（
箱
根
）

○
勝
又　
愛
子
（
箱
根
）

照
会
先　
福
祉
課

�

☎
８
５
―
７
７
９
０

長
寿
夫
妻
に
記
念
品
を

�

贈
呈
し
ま
し
た

　
結
婚
50
年
お
よ
び
60
年
の
長
寿

夫
妻
に
対
し
、
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

結
婚
結
婚
5050
年
（
金
婚
式
）

年
（
金
婚
式
）

○
細
川　
洋
吾
・
典
子
（
大
平
台
）

〇
要
田　
宮
夫
・
悦
子
（
大
平
台
）

〇
小
堀　
髙
吉
・
妙
子
（
宮
城
野
）

〇
矢
作　
髙
宏
・
幸
子
（
仙
石
原
）

〇
越
智　
尊
彦
・

子
（
仙
石
原
）

結
婚
結
婚
6060
年
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
）

年
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
）

○
倉
橋　
啓
・
利
江
（
湯
本
）

〇
岸
本　
亮
一
郎・愛
子（
仙
石
原
）

照
会
先　
福
祉
課

�

☎
８
５
―
７
７
９
０

百
歳
の
お
祝
い
に

�

総
理
大
臣
か
ら
銀
杯

　
今
年
度
中
に
百
歳
を
迎
え
る
方

に
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
贈
呈
さ

れ
た
祝
状
と
記
念
品
の
銀
杯
を
伝

達
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

○
吉
賀　
つ
や
（
仙
石
原
）

○
渡
邊　
フ
ミ
（
元
箱
根
）

○
秋
山　
キ
ミ
子
（
湯
本
）

○
安
藤　
マ
ツ
エ
（
大
平
台
）

○
中
村　
房
子
（
元
箱
根
）

○
勝
俣　
信
子
（
宮
城
野
）

照
会
先　
福
祉
課

�

☎
８
５
―
７
７
９
０

年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
制
度
に
つ
い
て

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の

所
得
額
が
一
定
基
準
以
下
の
、
年

金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手

続
き
は
、
日
本
年
金
機
構
（
年
金

事
務
所
）
が
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方

・・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

て
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し

て
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し

て
い
る
方
。

て
い
る
方
。

①
65
歳
以
上
で
あ
る

②�

世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が

非
課
税
と
な
っ
て
い
る

③�

年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の

合
計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る

・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
て
次
の
要
件
を

金
を
受
給
し
て
い
て
次
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
方
。

満
た
し
て
い
る
方
。

①
前
年
の
所
得
額
が
約
４
７
２
万

円
以
下
で
あ
る

◆
請
求
手
続
き

①�

新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

を
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
る
方

　
お
受
け
取
り
の
対
象
に
な
る
方

に
は
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
９
月

初
旬
頃
か
ら
、
請
求
可
能
な
旨
の

お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
同
封
の
は
が
き
（
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
請
求
書
）
に
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
１
月
４
日
ま
で
に
請

求
手
続
き
が
完
了
し
ま
す
と
、
令

和
４
年
10
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
方

　
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て

年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
で
請
求

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

か
ら
、
電
話
で
お
客
様
の
家
族
構

成
や
金
融
機
関
の
口
座
番
号
・
暗

証
番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、
手
数

料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。

照
会
先　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

付
加
保
険
料
制
度
に

�

つ
い
て

　
付
加
保
険
料
制
度
は
、
国
民
年

金
の
一
般
保
険
料
に
加
え
て
付
加

保
険
料
を
月
々
４
０
０
円
を
納
め

る
こ
と
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金

に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
る
制

度
で
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
た
め
に

は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
あ
り
、

申
し
込
み
を
し
た
月
分
か
ら
付
加

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
手
続
き
を
希
望
の
方
は
、
保
険

健
康
課
ま
で
申
し
出
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
保
険
健
康
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
４

県
と
市
町
村
に
よ
る
不
動
産

共
同
公
売
を
実
施
し
ま
す

　
滞
納
と
な
っ
て
い
る
税
金
を
整

理
す
る
た
め
、
県
税
事
務
所
と
県

内
の
市
町
村
が
共
同
で
不
動
産
を

公
売
し
ま
す
。
差
押
中
の
物
件
を

入
札
で
売
却
す
る
予
定
で
す
。
入

札
に
は
、
一
般
の
方
も
参
加
で
き

ま
す
。

入
札
期
間　
11
月
7
日
㈪
～
14
日

㈪　
※
期
間
入
札
で
の
開
催

入
札
の
場
所　
税
務
課

開
札
日
時　
11
月
16
日
㈬
10
時
30

分開
札
の
場
所　
税
務
課

売
却
決
定
日
時　
12
月
7
日
㈬
10

時売
却
決
定
の
場
所　
税
務
課

代
金
納
付
期
限　
12
月
7
日
㈬
14

時
ま
で

　
詳
し
く
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
税
務
課
（
収
納
係
）

�

☎
８
５
―
９
５
７
３

「早期発見」・「見守り」・「支援」で
高齢者と障がい者を虐待虐待からから守る守る

▪こんなことが虐待になります▪こんなことが虐待になります
　虐待は大きく ５ つに分かれ、いくつかの虐待が重ねて行われている場合もあります。
　♦身体的虐待　暴力をふるい体に傷や痛みを負わせること、身動きがとれない状態にすること。
　　（例）たたく、蹴る、縛り付ける、無理やり食事を口に入れる
　♦心理的虐待　侮辱や拒絶の言葉・態度で、精神的な苦痛を与えること。
　　（例）怒鳴る、悪口を言う、子ども扱いする、意図的に無視する、心理的苦痛を与える
　♦性的虐待　無理やり（または同意と見せかけ）わいせつなことをしたり、させたりすること。
　　（例）人前でおむつを交換する、下着のまま放置する、わいせつな行為をする（させる）
　♦�経済的虐待　本人の同意なしに財産や年金、賃金などを使うこと。また、理由なく金銭を与えないこと。
　　（例）不動産や年金、預金を勝手に使う、必要な金銭を渡さない
　♦�ネグレクト（介護や世話の放棄）食事や入浴、洗濯、排せつなどの世話や介助をほとんどせず、心身を衰弱さ

せること。
　　（例）食事を与えない、入浴させない、受診させない

▪虐待の原因の一つは介護疲れです▪虐待の原因の一つは介護疲れです
　介護者の心身の疲労は、虐待の主な原因の一つです。
　介護は長期にわたることが多く、また「自分（たち）でやらなければ」と、家族だけで全てを抱えこもうとする
場合が少なくありません。介護者の負担が限界に達したとき、虐待という結果を招くことになります。
　短期入所など福祉サービスの利用で介護者の負担を減らし、冷静になれる時間や休息できる時間を作りましょう。

▪サポートを上手に利用しましょう▪サポートを上手に利用しましょう
　虐待をしている本人には、虐待をしているという認識がない場合が多くあります。
　虐待されている側も、介護してくれている家族をかばうこと、また、虐待されている事実を周囲に知られたくな
いといったことが少なくありません。
　介護をしている人は、悩みや心配ごとを一人で抱えこまないでください。専門機関や相談窓口を上手に活用しな
がら、介護を続けていきましょう。

▪周囲の気付きと通報がみんなを救います▪周囲の気付きと通報がみんなを救います
　虐待を防ぐには、周囲の早期発見が重要です。地域ぐるみの見守りが、虐待されている人だけでなく、虐待をし
ている家族などが抱える問題の解決にもつながります。
　守秘義務により、通報者名とその内容は守られますので、虐待を発見したときや、虐待かもという疑いを持った
ときには、すぐに通報してください。

▪「高齢者虐待防止ネットワーク」で虐待防止へ▪「高齢者虐待防止ネットワーク」で虐待防止へ
　町では「高齢者虐待防止ネットワーク」を設け、各関係機関の連携を強化し、
高齢者虐待防止の支援方法の構築に取り組んでいます。

　高齢者や障がい者への虐待は、大きな社会問題になっています。
　この背景には、認知症や障がいに対する理解不足、家族の介護疲れなど、さまざまな要因があります。
　虐待を早期に発見し、また地域全体で見守り、支援することができれば、高齢者や障がい者は健やかに暮らすこ
とができ、万が一の虐待からも救うことができます。

◆高齢者・障がい者の介護に関する相談／虐待の通報先
� 福祉課  ☎85−7790
◆高齢者の介護に関する相談
� 町地域包括支援センター  ☎85−3002

町ホームページ

県ホームページ
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科目メニュー
①箱根町に起こる災害①箱根町に起こる災害
②マイタイムライン②マイタイムライン
③ハザードマップの使い方③ハザードマップの使い方
④日ごろの備え④日ごろの備え
⑤総合防災センター研修⑤総合防災センター研修
⑥地域の防災活動⑥地域の防災活動
⑦救助技術⑦救助技術
⑧避難所生活のルール作り⑧避難所生活のルール作り
⑨避難所生活体験⑨避難所生活体験
⑩避難所運営体験⑩避難所運営体験

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機

の
販
売
に
つ
い
て

　
防
災
情
報
伝
達
の
強
化
の
一
環

と
し
て
、
防
災
行
政
無
線
戸
別
受

信
機
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

販
売
価
格　
１
５
，
８
０
０
円

★
70
歳
以
上
の
方
（
昭
和
28
年
4

月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
は

５
千
円
で
販
売
し
ま
す
。

　
設
置
に
際
し
電
波
の
受
信
状
況

が
不
安
定
な
場
合
、
壁
面
に
穴
を

開
け
る
な
ど
し
た
上
で
屋
外
に
ダ

イ
ポ
ー
ル
ア
ン
テ
ナ
を
取
付
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

別
途
工
事
費
用
が
１
６
，
５
０
０

円
か
か
り
ま
す
（
本
来
の
工
事
費

用
は
３
万
３
千
円
で
す
が
、
町
が

補
助
し
、
半
額
の
負
担
と
な
り
ま

す
）
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
了
承
の

上
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

★
70
歳
以
上
の
方
（
昭
和
28
年
4

月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
は

工
事
費
用
が
１
万
円
と
な
り
ま
す

（
本
来
の
工
事
費
用
は
３
万
３
千

円
で
す
が
、
町
が
補
助
し
、
１
万

円
の
負
担
と
な
り
ま
す
）。

　
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
総

務
防
災
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
申
込
の
際
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
連
絡
先
を
伺
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
後
、
受
信
機
の
設
置

に
は
２
か
月
ほ
ど
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

照
会
・
申
込
先　
総
務
防
災
課
防

災
対
策
室

�

☎
８
５
―
９
５
６
２

迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
電
話

機
等
購
入
費
補
助
に
つ
い
て

　
特
殊
詐
欺
に
よ
る
被
害
を
未
然

に
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
電
話
機
な

ど
を
購
入
し
た
70
歳
以
上
の
方
に
、

購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者　
町
内
に
住
所
を
有
し
、

か
つ
居
住
地
に
お
い
て
電
話
機
等

を
設
置
し
、
利
用
し
て
い
る
70
歳

以
上
の
方

対
象
機
器　
特
殊
詐
欺
を
防
止
す

る
機
能
が
付
い
た
電
話
機
等
の
購

入
費
用

・�

令
和
３
年
４
月
１
日
以
降
に
購

入
し
た
も
の
。

・�

電
話
機
の
呼
び
出
し
音
が
鳴
る

前
に
、
自
動
で
通
話
内
容
を
記

録
す
る
旨
の
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
流
し
た
後
、
通
話
内
容
を
録

音
す
る
迷
惑
電
話
防
止
機
能
を

有
す
る
も
の
。

補
助
金
額　
購
入
費
の
３
分
の
２

相
当
額
（
百
円
未
満
切
捨
）。
補

助
上
限
額
６
千
円
。
た
だ
し
、
１

世
帯
１
台
ま
で
。

申
請
期
間　
令
和
５
年
１
月
20
日

ま
で
。
先
着
30
人
を
対
象
と
し
ま

す
。

申
請
方
法　
対
象
機
器
の
購
入
後
、

交
付
申
請
書
、
領
収
書
の
写
し
、

機
器
の
取
扱
説
明
書
の
写
し
を
町

民
課
ま
た
は
出
張
所
窓
口
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
町
民
課

�

☎
８
５
―
７
１
６
０

防災出前講座の開講について
　第 ９ 回目講座「避難所生活体験」「避難所生活体験」について、次のとおり申込を受け付けます。
日時・場所
科目番号 実施日時 実施場所

⑨－ １ 11月18日㈮  18時30分～20時 湯本小学校　
体育館　　　⑨－ 2 11月19日㈯  10時～11時30分

⑨－ 3 11月25日㈮  18時30分～20時 仙石原小学校
体育館　　　⑨－ 4 11月26日㈯  10時～11時30分

※小学校の体育館を使用するため、平日の昼間の講座はありません。

対　　象　�町民（16歳以上）または町内で就業している方
募集人数　�合計先着50人程度（各地域枠あり）
申込方法　�電話・ＦＡＸまたはメールにより、次の事項を連絡してください。（住所、氏名、生

年月日、連絡先、希望する科目番号を希望順に ２ つまで明記）
申込期限　10月21日㈮
申込・照会先　総務防災課（防災対策室）☎85 − 9562（FAX85 − 7577）
　　　　　　　*bousai@town.hakone.kanagawa.jp
連　　絡　�受付完了（満席後は受付終了済）などを総務防災課防災対策室から連絡先に通知

します。

　箱根町資源保全基金は、自然景観や歴史的・文化的資産の保全に使われています。
募金箱の設置
　箱根トラストの募金箱を設置していただける飲食店などの店舗や宿泊施設を募集していま
す。募金箱は現在町内の60か所以上に設置しており、毎年多くのご寄付を集めていただいて
います。
箱根町シンボルマークの使用
　自社製品のＰＲのため、町シンボルマークを使用する事業者を
募集しています。販売を目的とする製品に使用する場合には、箱
根町資源保全基金に協力金の納付をお願いしています。

照会先　企画課  ☎85 − 9560

神奈川県企業庁公式LINEのご案内
　ダムの放流情報・断水などの緊急情報を配
信しています。
　水道の使用開始・休止の申請手続き、イン
ターネットでの口座振替申込みなどトーク画
面から利用可能です。
　友だち登録は下記 ２ 次元コードから。
　詳しくはホームページを参照してください。
https://www.pref.kanagawa.jp/
docs/yt7/linejyouhou.html
照会先　神奈川県企業庁総務室
　　　　☎045 − 210 − 7025

　電子申請で利用可能な手続きがあります。
　詳しくはホームページで確認
してください。
照会先　上下水道温泉課
　　　　☎85 − 9567

箱根町資源保全基金（箱根トラスト）に協力をお願いします

　町が備蓄している食料や水は量に限りがあり、町民の皆
様にはご自宅や職場に ３ 日分以上の備蓄をお願いしてい
ますが、『ローリングストック法』とは、これらを普段の
食事で使いながら、消費した分を買い足すことを言います。
　日ごろから食べて、買い足すことで、短い期間で新しい
ものに入れ替わるため、有事の際に「保存期間が過ぎてし
まった」などのトラブルを防ぐことができます。
　また、災害備蓄食料を日ごろから食べ慣れておくことで、
災害時の精神的ストレスを緩和することにもつながります。

　１人１日３ℓ×３日分。１人１日３ℓ×３日分。これは災害時に備えた水の備蓄
の目安量です。いざというときのためにも今日からぜひご
家庭や職場で水の備蓄を始めましょう。
　水道水を備蓄する際は、以下の点に注意してください。
１ .密封性が高く、中をよく洗った容器を使用する。
２ .�容器に空気が残らないよう容器の口いっぱいまで水を
入れ、しっかり密封する。

３ .�浄水器を通した水は塩素による消毒効果がないため、
使用しない。

４ .日の当たらない涼しい場所で保管する。 
５ .�保管した水は ４ 日（夏季）～１０日（冬季）程度を目安
に交換する。

　交換の際、保管した水は洗濯や水やり等に用いると便利。
６ .�保管した水を飲用に用いる際は、必ず煮沸してから使
用する。

今からできる備蓄法
『ローリングストック法』

科目メニュー
①箱根町に起こる災害①箱根町に起こる災害
②マイタイムライン②マイタイムライン
③ハザードマップの使い方③ハザードマップの使い方
④日ごろの備え④日ごろの備え
⑤総合防災センター研修⑤総合防災センター研修
⑥地域の防災活動⑥地域の防災活動
⑦救助技術⑦救助技術
⑧避難所生活のルール作り⑧避難所生活のルール作り
⑨避難所生活体験⑨避難所生活体験
⑩避難所運営体験⑩避難所運営体験

県営水道を使用している方へ

町営水道を使用している方へ
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役
場
本
庁
舎
1
階「
箱
根
物
産

コ
ー
ナ
ー
」に
自
社
の
物
産
品

等
を
展
示
し
ま
せ
ん
か
？

　
役
場
本
庁
舎
１
階
に
あ
る
「
箱

根
物
産
コ
ー
ナ
ー
」
に
、
町
内
で

製
造
ま
た
は
販
売
さ
れ
て
い
る
物

産
品
等
を
無
料
で
展
示
紹
介
し
ま

す
。
多
く
の
町
民
が
利
用
す
る
役

場
に
あ
る
箱
根
物
産
コ
ー
ナ
ー
で

自
社
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

展
示
内
容　
箱
根
の
物
産
品
等

（
食
品
・
工
芸
品
等
）

※
長
期
間
の
展
示
に
な
り
ま
す
の

で
、
飲
食
物
の
展
示
は
食
品
サ
ン

プ
ル
等
の
実
物
以
外
と
し
て
く
だ

さ
い
。

展
示
期
間　
11
月
1
日
㈫
〜
令
和

5
年
10
月
31
日
㈫

展
示
場
所　
役
場
本
庁
舎
1
階　

箱
根
物
産
コ
ー
ナ
ー

申
込
期
間　
10
月
20
日
㈭
ま
で

申
込
方
法　
次
の
書
類
を
役
場
観

光
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

･
箱
根
物
産
コ
ー
ナ
ー
申
込
書

･�

展
示
す
る
物
産
品
等
が
分
か
る

書
類
等
（
写
真
、
カ
タ
ロ
グ
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
）

http://web.town.hakone.
kanagawa.jp/index.
cfm/16,28418,23,html

　
電
子
メ
ー
ル
（kankou@town.

hakone.kanagawa.jp

）、
Ｆ
Ａ

Ｘ
（
８
５
―
６
８
１
５
）
で
の
申

込
み
も
可
能
で
す
。

申
込
・
照
会
先　
観
光
課
産
業
振

興
係�
☎
８
５
―
７
４
１
０

安
全・安
心
ま
ち
づ
く
り
旬
間

10
月
11
日
㈫
～
20
日
㈭

「
み
ん
な
で　
つ
く
ろ
う

�

　
安
心
の
街
」

　
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
旬
間

は
、
全
国
地
域
安
全
運
動
に
合
わ

せ
、
神
奈
川
県
下
で
一
斉
に
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す

る
期
間
で
す
。

○
詐
欺
に
気
を
付
け
よ
う

　
小
田
原
警
察
署
管
内
で
は
、
オ

レ
オ
レ
詐
欺
や
架
空
請
求
詐
欺
、

還
付
金
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
被

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
犯
人
は
、
自
宅
に
電
話
を
か
け

て
、
息
子
や
孫
、
警
察
官
や
金
融

機
関
な
ど
を
か
た
り
、
現
金
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
を
だ
ま

し
取
ろ
う
と
し
ま
す
。「
仕
事
で

失
敗
し
て
し
ま
い
、
お
金
が
必
要
」

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
料
金

が
支
払
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
」「
医
療

費
の
還
付
金
が
あ
り
ま
す
」
と
い

う
内
容
の
電
話
は
詐
欺
で
す
。

　
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

ら
、
一
人
で
考
え
ず
に
、
必
ず
家

族
や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
車
上
ね
ら
い
に
気
を
付
け
よ
う

　
少
し
の
間
で
も
、
車
を
離
れ
る

と
き
は
必
ず
施
錠
を
し
、
鞄
や
貴

重
品
を
車
内
に
置
い
た
ま
ま
に
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

照
会
先　
町
民
課

�

☎
８
５
―
７
１
６
０

令
和
5・
6
年
度
競
争
入
札

参
加
資
格
定
期
認
定
申
請
書

を
受
け
付
け
ま
す

　
認
定
期
間
は
、
令
和
5
年
4
月

1
日
～
令
和
7
年
3
月
31
日
で
す
。

　
入
札
に
は
、
県
な
ど
と
の
共
同

運
営
に
よ
る
「
か
な
が
わ
電
子
入

札
共
同
シ
ス
テ
ム
」
を
利
用
し
ま

す
。

対　
象　
町
が
発
注
す
る
工
事
、

業
務
の
委
託
お
よ
び
物
品
の
納
入

な
ど
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る

事
業
者

提
出
書
類

〈
共
通
事
項
〉

〈
共
通
事
項
〉
送
付
先
別
提
出
書

類
一
覧
表
、
誓
約
書
、
貸
借
対
照

表
他

〈
固
有
事
項
〉

〈
固
有
事
項
〉
送
付
先
別
提
出
書

類
一
覧
表
、
町
税
納
税
証
明
書
お

よ
び
委
任
状

申
請
方
法
「
か
な
が
わ
電
子

入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://nyusatsu.

e-kanagawa.lg.jp/

）
の
「
資

格
申
請
シ
ス
テ
ム
」
か
ら
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
共
通
事
項
に
関
す
る
書
類
は
、

申
請
業
種
に
よ
っ
て
、
宛
先
が
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
右
記

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　
固
有
事
項
に
関
す
る
書
類

は
、
財
務
課
に
簡
易
書
留
で
郵
送

（
〒
２
５
０
―
０
３
９
８　
箱
根

町
財
務
課
）、
ま
た
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
デ
ー
タ
受
付
期
間

　
10
月
3
日
㈪
～
11
月
30
日
㈬

提
出
書
類
受
付
期
間 

　
10
月
3
日
㈪
～
12
月
1
日
㈭

（
当
日
消
印
有
効
）

照
会
先　
財
務
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
３

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
・

�

運
営
等
の
相
談

　
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
等
に
関
す
る

専
門
家
「
マ
ン
シ
ョ
ン
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
を
あ
な
た
の
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
組
合
に
無
料
で
派
遣
し
、
管

理
運
営
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
神
奈
川
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
、
照
会
先
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
令
和
５
年
２
月
28
日

㈫
ま
で

相
談
日
時　
申
込
時
に
個
別
調
整

（
夜
間
・
休
日
可
）

※
１
回
に
つ
き
３
時
間
以
内

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://www.pref.kanagawa.
jp/docs/zm4/mansion/
adviser.html

照
会
先　
神
奈
川
県
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士
会

☎
０
４
５
―
６
６
２
―
５
４
７
１

　豊かで美しい自然景観や特色ある地域の町なみを守り、育てていくために、平成21年 6 月から箱根町景観条例と
景観計画を施行しています。ここでは、町で行っている制度等についてお知らせします。

箱根町景観条例に基づく届出についてsss

届出が必要な区域 ・ 国立公園の区域以外の区域
・ 国立公園の区域内の第 2 種特別地域D区域または普通地域

届出が
必要な行為

建築物（①） 高さが13mまたは延べ床面積が1,000㎡を超える、新築・増築・改築等

工作物（②） 3 mを超える擁壁や 5 mを超える街路灯等、一定規模以上の工作物の新設・増築等

修繕・色彩変更
模様替え

上記の①・②に該当する建築物、工作物について外観を変更することとなる修繕など
を一定規模以上行う場合。※色彩の変更は、現在の色と同じもので塗り替える場合も
届出の対象となります。

※ 町内で塗替えをされる際は、まずは下記の照会先へご相談ください。
箱根町景観まちづくり協力店認定制度についてsss

　この制度は、町の景観条例・景観計画等の要件を満たした店舗や事業所を町が「景観まちづくり協力店」として
認定し、その認定された店舗などを起点として、町と町民・事業者の皆さんが一体となって、より一層景観まちづ
くりを進めていくことを目的としています。（※下記基準を満たすための修景費補助制度があります。）

対　　象 町内の店舗・事業所等

認定基準
町内の法令・規定等を遵守するほか、別途定める基準を満たす必要があります。
法令等：箱根町景観条例・景観計画・自然公園法、神奈川県条例等
基　準：建物の外壁・屋根の色彩、屋外広告物、緑化、自動販売機等

箱根町景観フェイスブックページ・インスタグラムの紹介sss

　町の自然景観、歴史性・地域性豊かな魅力ある景観を推進するために、ＳＮＳを活用した情報提供を行っていま
す。

景観フェイスブックページ「箱根町 景観だより」 景観インスタグラムアカウント「箱根町 景観フォト」

ＵＲＬ https://www.facebook.com/hakonekeikan/ https://www.instagram.com/hakonekeikan/

� 照会先　都市整備課  ☎８５ － ９５６６

町の景観への取り組みについてお知らせします町の景観への取り組みについてお知らせします

～制度の紹介・景観法に基づく届出について～



13 12

広報はこね　2022.October

広報はこね　2022.October

10
月
は
食
品
ロ
ス
削
減

推
進
月
間
で
す

「
食
品
ロ
ス
」
と
は
、
本
来
ま

だ
食
べ
ら
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
捨

て
ら
れ
て
し
ま
う
食
べ
物
の
こ
と

を
言
い
、
全
国
で
年
間
約
５
２
２

万
ト
ン
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
の
買
い
物
や
調
理
、

外
食
時
の
工
夫
等
を
通
じ
て
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。

買
い
物
の
と
き
の
取
組

買
い
物
の
と
き
の
取
組

　
買
い
物
の
前
に
冷
蔵
庫
の
中
の

在
庫
を
確
認
し
た
り
、
食
べ
き
れ

な
い
ほ
ど
の
食
材
を
買
い
す
ぎ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
す
ぐ
に

食
べ
る
商
品
は
、
賞
味
期
限
や
消

費
期
限
の
長
い
商
品
を
選
択
す
る

の
で
は
な
く
、
陳
列
順
に
購
入
し

ま
し
ょ
う
。

調
理
の
と
き
の
取
組

調
理
の
と
き
の
取
組

　
調
理
の
と
き
は
、
食
べ
ら
れ
る

分
だ
け
作
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
食
材
が
余
っ
た
時
に
は
使

い
切
り
レ
シ
ピ
を
検
索
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

保
存
す
る
と
き
の
取
組

保
存
す
る
と
き
の
取
組

　
食
べ
き
れ
な
か
っ
た
食
品
は
、

冷
凍
な
ど
の
傷
み
に
く
い
保
存
方

法
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

保
存
し
て
い
た
食
べ
残
し
を
忘
れ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
冷
蔵
庫

の
中
の
配
置
方
法
を
工
夫
し
ま

し
ょ
う
。

外
食
す
る
と
き
の
取
組

外
食
す
る
と
き
の
取
組

　

自
身
や
家
族
で
食
べ
き
れ
る
と

思
う
量
を
注
文
し
、ど
う
し
て
も

食
べ
き
れ
な
い
場
合
は
、お
店
の
方

に
注
意
事
項
を
し
っ
か
り
と
確
認

し
た
う
え
で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

照
会
先　
環
境
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
５

10
月
１
日
は

「
浄
化
槽
の
日
」

　
浄
化
槽
に
関
す
る
諸
制
度
を
整

備
し
た
「
浄
化
槽
法
」
が
昭
和
60

年
10
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た
の
を

記
念
し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
浄
化
槽
は
、
し
尿
や
生
活
雑
排

水
を
処
理
す
る
た
め
の
施
設
と
し

て
、
下
水
道
と
と
も
に
普
及
し
て

い
ま
す
。

　
設
置
者
（
管
理
者
）
に
は
、
清

掃
・
保
守
点
検
・
法
定
検
査
を
実

施
す
る
こ
と
が
浄
化
槽
法
に
よ
っ

て
、
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
適
正
な
維
持
管
理
の
お
願
い

○
適
正
な
維
持
管
理
の
お
願
い

　
適
正
な
維
持
管
理
を
行
わ
な
い

と
川
や
湖
の
水
質
が
悪
化
す
る
原

因
と
な
り
、
生
き
物
に
影
響
を
与

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

・�

清
掃
は
、
浄
化
槽
の
種
類
に
よ

り
、
回
数
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
年
１
～
２
回
、
清
掃
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

・�

保
守
点
検
は
、
浄
化
槽
の
種
類

に
よ
り
、
回
数
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
年
３
～
４
回
、
保
守

点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・�

法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
使
用
開

始
後
３
か
月
～
８
か
月
以
内

に
設
置
後
等
の
水
質
検
査
（
第

7
条
検
査
）、
毎
年
１
回
の
定

期
検
査
（
第
11
条
検
査
）
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

照
会
先　
環
境
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
５

下
水
道
接
続
Ｐ
Ｒ
の

�

お
知
ら
せ

　
10
月
下
旬
～
11
月
中
旬
に
か
け

て
、
下
水
道
接
続
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

す
。

　
Ｐ
Ｒ
期
間
中
、
下
水
道
担
当
職

員
が
下
水
道
に
未
接
続
の
お
宅
を

訪
問
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
無
断
接

続
の
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

照
会
先　
上
下
水
道
温
泉
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
７

ペットボトル水平リサイクルの取り組みについて
　 ７ 月25日にサントリーグループ（国立公園オ
フィシャルパートナー）と「ペットボトル水平リ
サイクルの実施に関する協定」を締結しました。
　使用済みペットボトルを新たなペットボトルに
再生することで、何度でも循環できる持続性のあ
る資源化、適正処理を推進し、製造時の二酸化炭
素排出量の削減を図ることを目指します（国内
の現状：ボトルからボトルに再生される割合は
15.7％）。まずは事業所から排出されるペットボ
トルの水平リサイクルに着手し、令和 ５ 年度か
らは家庭からの排出分も含めて取り組んでいきま
す。町民の皆様も分別排出の徹底に協力をお願い
します。
　関連する取り組みとして、ペットボトルの分別
排出を促進するため、町内の民間事業者への透明
リサイクルボックスの設置を通じて水平リサイク

ルの啓発を図ります。環境省関東地方環境事務所
富士箱根伊豆国立公園管理事務所、箱根ＤＭＯ

（一般財団法人箱根町観光協会）の協力のもと本
取り組みに賛同いただける皆様と協働して、まわ
り続けるリサイクルの実現に向け取り組んでいき
ます。

照会先　環境課  ☎85 − ９５６５

　郷土資料館では、宮城野と仙石原両地域に江戸時代から伝わる民俗芸能の「箱根の湯立獅子舞」が、 3 月に
国の重要無形民俗文化財に指定されたことを記念して、秋季企画展「国重要無形民俗文化財指定記念　箱根の
湯立獅子舞」を開催します。
期　間　10月 1 日㈯～11月27日㈰
時　間　 ９ 時～16時30分（最終入館は16時まで）
休館日　毎週水曜日（11月23日（水・祝）は開館）、毎月最終月曜日
入館料　大人（高校生以上）３００円　小中学生１５０円
※期間中、町内在住の小中学生は無料
企画展関連イベント企画展関連イベント
●シンポジウム●シンポジウム
　有識者による講演、パネルディスカッション、保存会による
湯立獅子舞の披露を行います。
日　時　11月 ６ 日㈰  13時～16時（12時30分開場）
場　所　仙石原文化センター
内　容　・基調講演①「湯立獅子舞のカタチとココロ」
　　　　　久保田裕道（東京文化財研究所）
　　　　・基調講演②「湯立獅子舞の伝統をつなぐ若者たち」
　　　　　松田香代子（愛知大学非常勤講師）
　　　　・パネルディスカッション「獅子舞を受け継ぎ、伝えること」
　　　　・宮城野獅子舞保存会・仙石原神楽保存会による、湯立獅子舞の披露
定　員　１００名（事前申込は不要）
●ミュージアム・リレー　第３１４走●ミュージアム・リレー　第３１４走
主　催　神奈川県西部地域ミュージアムズ連絡会
日　時　11月18日㈮  10時～11時30分　　　場　所　郷土資料館
内　容　企画展の解説　　　　　　　　　  定　員　10名（先着順、前日までに電話申込み）
� 照会先　教育委員会生涯学習課（郷土資料館）☎８５ － ７６０１

郷土資料館秋季企画展郷土資料館秋季企画展
「国重要無形民俗  文化財指定記念　箱根の湯立獅子舞」「国重要無形民俗  文化財指定記念　箱根の湯立獅子舞」

日　時　11月11日㈮～13日㈰  9 時～17時
　　　　（最終日は16時まで）
場　所　社会教育センター
内　容
①�作品展示（絵画、書、篆刻、いけばな、手工芸、町内

児童・生徒の作品、ファミリー写真など）
②�募集した短歌、俳句、エッセイ等を掲載した文芸誌
「箱根文芸第58号」の配布（数に限りがあります）

③茶席（12日㈯・13日㈰の11時〜15時）
④音楽のつどい（コーラス、フルート演奏／12日㈯）
⑤ステージコーナー（フラダンス／13日㈰）
⑥子どもの体験コーナー（アイロンビーズ／12日㈯）
その他　感染症対策への協力をお願いします。マスクを
着用し、 ３ 密を避け、手指消毒を行ってください。ま
た、体調のすぐれない方は来場を控えてください。

照会先　社会教育センター  ☎８2 － ２６９４

日　時　10月16日㈰  13時～
場　所　仙石原文化センター
内　容
　箱根町民俗芸能団体連絡協議会が日頃の成果
を発表するために、芸能発表会を開催します。
箱根に伝わる子どもばやし、獅子舞、ソーラン
座の踊りなどの発表や豪華抽選会を開催しま
す。入場料は無料なので、直接会場まで来場し
てください。

照会先　教育委員会生涯学習課  ☎８５ － ７６０１

箱根町民文化祭箱根町民文化祭芸能発表会芸能発表会

宮城野湯立獅子舞

仙石原湯立獅子舞
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おうち備蓄と防災の
アイデア帖

ちか１００かいだてのいえ

台風が多くなる前に!!

普段の生活から実践できる

おうちの防災

　おふろだいすきなクウちゃんが

かいだんをどんどんおりて、ちか

100かいにいくよ。ちかはどんな

せかいなのかな。

社会教育センターで
「地

ジ

球
オ

が楽しくなる本」を
� 紹介しています

　社会教育センターの１階通路コーナーとプレイルームでは、箱根ジオパークがおすすめ
する「地

ジ
球
オ

が楽しくなる本」を紹介しています。
　 1 階通路コーナーでは箱根ジオパークの特徴でもある火山をはじめとした、様々な地球
活動を学べる本を展示しています。プレイルームでは、お子さんや親子でも楽しく地球の
ことを学べる絵本を展示しています。これらの本は貸し出しもできますので、じっくり読
みたい方は借りてみてください。
　地球や科学の話は、難しかったり専門的なイメージがありますが、こちらでは分かりや
すい本や、生活に役立つ本を紹介しており、読んでいて頭がいたくなるような本はほとん
どありません。
　10月27日から11月 9 日の 2 週間は読書週間です。読書の秋と言われる季節に、箱根ジオ
パークや地球の成り立ちが学べる本を手に取ってみてください。

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク・サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

親
子
で
箱
根
を
再
発
見
！

～
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と

�

ミ
ニ
工
作
〜
参
加
者
募
集

　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
で
の
体
験
活

動
を
通
し
て
箱
根
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
箱
根
ジ
オ

パ
ー
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
第
2
回
目
は
、
箱
根
町

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、
箱
根
町

の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
よ
る
親
子
向
け
の
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
と
箱
根
の
地
形
模
型

を
つ
く
る
簡
単
な
工
作
を
行
い
ま

す
。

　

箱
根
が
好
き
で
、
箱
根
ジ
オ

パ
ー
ク
の
活
動
に
関
心
が
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な

お
、
本
講
座
の
受
講
に
よ
り
、
サ

ポ
ー
タ
ー
登
録
が
で
き
ま
す
。

日　
時　
11
月
19
日
㈯
10
時
〜
11

時
（
受
付
開
始
9
時
45
分
〜
）

開
催
場
所　
箱
根
町
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
（
小
涌
谷
５
２
０
）
作
法

室定　
員　
親
子
7
組
・
15
人
（
事

前
予
約
制
。
申
込
順
）

申
込
方
法　
箱
根
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
に
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

☎
８
3
―
８
１
４
０

*geo-museum@town.hakone.
kanagawa.jp

森
の
ふ
れ
あ
い
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

秋
冬
の
特
別
展「
だ
れ
が
い
た
？

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ン
展

�

～
生
き
物
の
落
と
し
も
の
～
」

　
箱
根
の
中
を
よ
く
注
意
し
て
歩

く
と
、「
動
物
た
ち
の
生
活
の
あ

と
＝
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ン
」
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
動
物
た

ち
が
図
ら
ず
と
も
残
し
た
フ
ン
や

足
跡
、
食
べ
あ
と
な
ど
色
々
な

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ン
を
知
る
こ
と

で
、
そ
の
場
所
で
ど
ん
な
動
物
が

何
を
し
て
い
た
か
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
、
散
策
が
一
層
楽
し
く
な

り
ま
す
！

　
こ
の
特
別
展
で
は
、
そ
ん
な
森

や
町
中
で
観
察
で
き
る
フ
ィ
ー
ル

ド
サ
イ
ン
を
解
説
パ
ネ
ル
や
標
本

を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。
い
つ
も

と
は
違
う
目
線
で
散
策
し
、
彼
ら

の
落
と
し
も
の
を
探
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

開
催
期
間　
10
月
１
日
㈯
～
令
和

５
年
３
月
５
日
㈰

森
林
セ
ラ
ピ
ー

　
　
プ
チ
体
験
と

�

草
木
染
め　

①
森
林
セ
ラ
ピ
ー
プ
チ
体
験

①
森
林
セ
ラ
ピ
ー
プ
チ
体
験

　
箱
根
や
す
ら
ぎ
の
森
の
園
路
は

森
林
浴
効
果
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、

森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
に
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
や
す
ら
ぎ
の
森
を

森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド
と
一
緒
に

歩
き
な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を

体
感
し
ま
せ
ん
か
。
森
林
セ
ラ

ピ
ー
の
後
は
、
②
の
楽
習
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
参
加
者

に
は
道
の
駅
「
箱
根
峠
」
で
使
用

で
き
る
コ
ー
ヒ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

②
楽
習
教
室
「
草
木
染
め
」

②
楽
習
教
室
「
草
木
染
め
」

　
身
近
な
野
草
を
染
料
と
し
て
、

ハ
ン
カ
チ
を
染
め
る
ビ
ギ
ナ
ー
向

け
の
草
木
染
め
体
験
で
す
。
染
料

と
な
る
植
物
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

体
験
日　
10
月
29
日
㈯

　
①
13
時
30
分
～
14
時
15
分

　
②
14
時
30
分
～
15
時
30
分

定　
員　
10
人
（
申
込
順
）

申
込
方
法　
各
開
催
日
の
前
日
ま

で
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

「
草
木
染
め
」
の
み
参
加
さ
れ

る
方
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

森
林
セ
ラ
ピ
ー
プ
チ
体
験
か
ら
参

加
し
て
い
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

参
加
費　
①
８
０
０
円
、
②
の
み

参
加
は
５
０
０
円
（
別
途
入
館
料
）

ク
ル
ミ
の
ジ
ャ
ッ
ク
作
り

「
木
の
実
ク
ラ
フ
ト
」
に
、
10

月
限
定
の
土
台
が
30
個
限
定
で
登

場
し
ま
す
！

　

ク
ル
ミ
と
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
を

使
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
の
飾
り
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

開
催
期
間　
10
月
１
日
㈯
～
31
日

㈪所
要
時
間　
約
30
分

参
加
費　
２
０
０
円
（
別
途
入
館

料
）

照
会
先　
森
の
ふ
れ
あ
い
館

�

☎
８
３
―
６
０
０
６

町
国
際
交
流
協
会
の

会
員
を
募
集
し
ま
す
！

　
町
国
際
交
流
協
会
は
、
国
際
交

流
の
発
展
、
国
際
観
光
地
箱
根
の

地
位
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
団
体
で
す
。
姉
妹
都
市

と
の
学
生
交
流
、
英
会
話
・
中
国

語
会
話
教
室
な
ど
、
姉
妹
都
市
交

流
や
国
際
視
野
を
広
め
る
た
め
の

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度

も
語
学
教
室
を
は
じ
め
、
料
理
教

室
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
国
際
的
感

覚
を
養
う
こ
と
の
で
き
る
事
業
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
入
会
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

対　
象　
本
会
に
賛
同
し
、
こ
れ

を
援
助
す
る
個
人
お
よ
び
団
体

会　
費

　
個
人
（
一
口　
２
千
円
）

　
団
体
（
一
口　
１
万
円
）

　
※
年
度
会
費
と
な
り
ま
す
。

入
会
方
法　
電
話
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
後
日
送
付
す
る
所
定
の

申
込
書
と
振
込
用
紙
に
よ
り
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
町
国
際
交
流
協

会
事
務
局
（
観
光
課
内
）

�

☎
８
５
―
７
４
１
０

プレイルーム1階通路コーナー

こんな本を紹介
しています
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  里親制度とは・・・里親制度とは・・・
　�さまざまな事情により家庭で生活できなくなった子どものために里親の家庭を提供
し、あたたかい愛情と理解をもって育てて頂き、子どもが「心身ともに

　健やかに育つ権利」を守る制度です。

　�里親には、縁組をして自分の子どもとして育てるだけではなく、
次のような活動もあります。

  里親の声里親の声
　各里親活動をして良かったことについてお聞きしました。

〈長期委託〉〈長期委託〉
　★�4 歳からお預かりした女の子が高校生になりました。小学校の参観日では授業中幾
度も後ろを振り返り私を見て嬉しそうにニコニコと手を振ってくれました。中学校
では部活動を頑張り、県大会へ出場できた時は一緒に喜びました。そして現在は思
春期真っただ中です(笑)。たくさんの思い出を作りながら日々成長してくれていま
す。

　★�小学生の頃からお預かりしたお子さんが、数年後に家に戻ることができ、その後も
我が家にご飯を食べに来てくれたり、成人式の振り袖姿を見せに来てくれる子もい
ます。泣いたり、笑ったり…一緒に生活した日々は、すべてが宝物です。

〈緊急一時保護委託〉〈緊急一時保護委託〉
　★�夕食時、児童相談所からの電話。中高生の兄弟、今晩泊まるところがないので預
かって頂けませんか？狭い部屋に布団を 2枚大急ぎで用意し、ふたりのカレーライ
スを作り終わらないうちに到着。そんな慌ただしい緊急の預かりもありますが、子
どもたちのほっとした顔に癒されます。

〈 ３ 日里親〉〈 ３ 日里親〉
　★�児童養護施設で生活しているお子さんが、親戚のおじちゃんおばちゃんちにたまに
お泊りに行く、そんな感覚でお預かりしています。おじちゃんが夕食にビールを飲
む、そんな当たり前の風景が、施設の子どもたちにはとても珍しいことなのです。

「里親制度」に関するお問い合わせは下記までお気軽にお問い合わせください。
＊児童養護施設　箱根恵明学園  ☎0460−82−2861
＊小田原児童相談所　里親担当  ☎0465−32−8000（代）

長期委託 子どもとの養子縁組をせずに長期間の養育を目的とした委託
緊急一時保護委託 家庭での養育が一時的に困難となった子どもの養育を目的とした委託
３ 日里親 施設で暮らしている子どもの家庭体験を目的とした活動

こどもたちのしあわせのために
～里親制度をご存知ですか～

10月は里親月間です！認
定
こ
ど
も
園

　
　
　
　
・
保
育
園

　
申
し
込
み
が
必
要
と
な
る
の
は
、

令
和
5
年
度
に
初
め
て
対
象
乳
幼

児
の
入
園
を
希
望
す
る
場
合
で
す
。

　
在
園
児
に
つ
い
て
は
、
通
園
し

て
い
る
園
に
就
労
証
明
書
な
ど
の

関
係
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
児
童  

5
か
月
～
5
歳

児
（
平
成
29
年
4
月
2
日
～
令

和
4
年
11
月
１
日
生
ま
れ
）
で
、

乳
幼
児
の
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、

次
の
項
目
の
い
ず
れ
か
の
事
情
に

あ
る
場
合

○
就
労
し
て
い
る
場
合

○�

出
産
・
病
気
・
負
傷
・
心
身
に

障
が
い
が
あ
り
、
児
童
の
保
育

が
で
き
な
い
場
合

○�

長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に

障
が
い
の
あ
る
人
の
介
護
を
保

護
者
が
常
時
行
っ
て
い
る
場
合

○�

火
災
・
風
水
害
・
地
震
な
ど
の

災
害
に
遭
い
、
そ
の
復
旧
ま
で

の
間
保
育
が
で
き
な
い
場
合

○�

求
職
活
動
（
起
業
準
備
を
含
む
）

を
し
て
い
る
場
合

○
就
学
し
て
い
る
場
合

○�

虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
○�

8
時
30
分
か
ら
14
時
ま
で
の
教

育
標
準
時
間
入
所
（
1
号
認
定
）

を
希
望
す
る
子
ど
も
を
持
つ
場

合
保
育
時
間　
次
の
時
間
中
、
保
育
・

教
育
が
必
要
な
時
間

〇�

月
～
金
曜
日　
７
時
30
分
～

18
時
30
分

〇�

土
曜
日　
8
時
30
分
～
16
時
30

分
申
込
方
法 

入
所
申
込
書
な
ど
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
入
園
希
望

の
認
定
こ
ど
も
園
ま
た
は
保
育
園

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
認
定
こ
ど
も
園
、
保
育
園
、
子

育
て
支
援
課
で
10
月
17
日
㈪
か
ら

配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間 

11
月
4
日
㈮
～
18
日

㈮※
受
付
期
日
を
過
ぎ
て
か
ら
の
応

募
は
、
２
次
選
考
対
象
と
な
り

ま
す
。

提
出
書
類 

〇�

教
育
・
保
育
給
付
認
定
申
請
書

兼
保
育
所
等
入
所
申
込
書

〇�

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
を
証

明
す
る
書
類
（
就
労
の
場
合
は

就
労
証
明
書
、
病
気
や
出
産
の

場
合
は
医
師
の
診
断
書
・
母
子

手
帳
な
ど
）

〇�

児
童
健
康
調
査
票

※
書
類
に
不
備
、
不
足
が
あ
る
場

合
は
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

※
１
号
認
定
を
希
望
す
る
場
合
、

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
を
証
明

す
る
書
類
の
提
出
は
不
要
で
す
。

そ
の
他　
家
庭
の
事
情
に
よ
り
5

月
以
降
に
入
園
を
希
望
す
る
場
合

は
、
入
所
申
込
書
に
資
料
を
添
付

し
、
入
園
希
望
の
前
月
10
日
ま
で

に
希
望
す
る
認
定
こ
ど
も
園
・
保

育
園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
箱
根
幼
稚
園

 

該
当
す
る
児
童  

3
～
5
歳
児

（
平
成
29
年
4
月
2
日
か
ら
令
和

2
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

保
育
時
間　
月
～
金
曜
日
の
8
時

30
分
～
14
時

預
か
り
保
育
時
間　

　
箱
根
幼
稚
園
で
は
預
か
り
保
育

を
実
施
し
、
働
く
ご
家
庭
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

〇
通
常　
14
時
～
16
時
30
分

〇
延
長
（
必
要
に
応
じ
て
実
施
）

　
早
朝　
7
時
30
分
～
8
時
30
分

　
夕
方　
16
時
30
分
～
17
時
30
分

申
込
方
法 

入
園
願
書
な
ど
に
必

要
事
項
を
記
入
し
関
係
書
類
を
添

え
て
、
箱
根
幼
稚
園
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
願
書
は
箱
根
幼
稚
園
、

子
育
て
支
援
課
で
10
月
17
日
㈪
か

ら
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間 

11
月
4
日
㈮
～
18
日

㈮提
出
書
類 

・
入
園
願
書

・
支
給
認
定
申
請
書

照
会
先

子
育
て
支
援
課☎

８
５
―
9595




●
認
定
こ
ど
も
園

　
湯
本
幼
児
学
園

☎
８
５
―
５
４
４
４

　
仙
石
原
幼
児
学
園

☎
８
４
―
８
３
８
６

●
保
育
園

　
宮
城
野
保
育
園

☎
８
２
―
２
５
４
３

●
幼
稚
園

　
箱
根
幼
稚
園☎

８
３
―
６
１
５
９

町
立
認
定
こ
ど
も
園
・

　
保
育
園
・
幼
稚
園
児
を
募
集

令
和
5
年
４
月
入
園
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箱根土曜塾からのお知らせ　Ｎｏ. 3

箱根土曜塾についての詳細は、学校教育課まで！（☎85－7600）

　ＩＣＴとは、Information and Communication Technology の頭文字をとった言葉で、パソ
コンやタブレット端末、インターネットなどの情報通信技術を活用した教育手法のことです。
　分離型の一貫教育を始めるにあたり、平成29年度からＩＣＴ環境を計画的に整備しており、児童・
生徒・教職員用タブレット端末や、児童・生徒が使用する学習支援ソフトなどを段階的に導入して
きました。
　さらには、各普通教室と特別教室に大型ディスプレイと無線ＬＡＮ設備を整備したことにより、
教職員が効果的にデジタル教材を活用した授業を展開することが可能となり、児童・生徒にとって
分かりやすい授業にもつながっています。
　また、教職員用に校務支援システムを導入したことにより、
児童・生徒の出欠管理や成績処理など、様々な校務処理が効率
化され、教職員の働き方改革の一助にもなっています。
　今後も、ＩＣＴを活用して、児童・生徒一人ひとりの能力や
特性に応じた学びを推進し、引き続きＩＣＴを効果的に活用し
ながら、児童・生徒と教職員がともに使いやすく、学習に役立
つ環境を整備していきます。

新
就
学
児
童
の

�
保
護
者
の
皆
様
へ

　
来
春
小
学
１
年
生
に
な
る
お
子

さ
ん
を
対
象
に
、
健
康
診
断
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
の
生
年
月
日　
平
成
28
年
４

月
２
日
～
平
成
29
年
４
月
１
日

就
学
先
（
兼
会
場
）・
健
診
日

・
湯
本
小
学
校
・
10
月
６
日
㈭

・�

箱
根
の
森
小
学
校
・
11
月
２
日

㈬
・
仙
石
原
小
学
校
・
10
月
27
日
㈭

そ
の
他　
該
当
す
る
家
庭
に
は
、

通
知
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
通
知

が
届
か
な
い
場
合
や
、
当
日
、
都

合
が
悪
く
欠
席
す
る
場
合
は
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

�

☎
８
５
―
７
６
０
０

親
子
で
楽
し
む

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ

　
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
ツ
ー

ル
を
使
い
、
み
ん
な
で
作
っ
て
、

み
ん
な
で
食
べ
て
、
交
流
を
深
め

ま
し
ょ
う
。
食
事
の
後
は
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
自
然
と
楽
し
く

触
れ
合
い
ま
し
ょ
う
。

メ
ニ
ュ
ー　
手
焼
き
の
酒
粕
チ
ャ

パ
テ
ィ
ー
、
ス
パ
イ
ス
た
っ
ぷ
り

ス
リ
ラ
ン
カ
豆
カ
レ
ー
、
甘
酒
り

ん
ご
の
ラ
ッ
シ
ー

対　
象　
町
内
在
住
・
在
勤
の
子

育
て
家
庭
の
方
（
子
ど
も
は
小
学

生
ま
で
）

場　
所　
箱
根
や
す
ら
ぎ
の
森

託　
児　
な
し

日　
時　
10
月
23
日
㈰
10
時
30
分

～
15
時
（
予
定
）

定　
員　
親
子
30
人
程
度

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

※
１　
大
人
だ
け
の
参
加
不
可

※�

２　
１
家
族
大
人
子
ど
も
合
わ

せ
て
５
人
ま
で

申
込
期
間　
10
月
6
日
㈭
ま
で

申
込
方
法　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

※
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

照
会
先　
子
育
て
支
援
課

�

☎
８
５
―
９
５
９
５

「
子
育
て
シ
ェ
ア
タ
ウ
ン
」

ヒ
ア
リ
ン
グ
ス
タ
ー
ト

　
こ
の
事
業
で
は
、
子
育
て
世
帯

ど
う
し
や
、
お
子
さ
ん
の
お
世
話

な
ら
任
せ
て
！
と
い
う
よ
う
な
地

域
の
人
達
が
イ
ベ
ン
ト
や
ア
プ
リ

を
通
じ
て
、
緩
や
か
に
つ
な
が
り
、

安
心
し
て
気
兼
ね
な
く
頼
り
合
い
、

町
全
体
で
子
育
て
を
支
え
合
う
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
子
育
て
世
帯
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
も
の
と
な
る
よ
う
、

子
育
て
世
帯
や
地
域
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
々
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
子
育
て
人
材
の
発
掘
・

育
成
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
地
域

の
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
か
け
が
え
の
な
い
子
ど
も
を
、

町
全
体
で
育
ん
で
い
く
子
育
て

シ
ェ
ア
タ
ウ
ン
に
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

照
会
先　
子
育
て
支
援
課

�

☎
８
５
―
９
５
９
５

　仙石原小学校の一日は、森の鳥たちのさえずりと、子どもたちの元気な挨拶で始まります。
　通学路よりも少し高いところにある校舎へ上るための階段の前で、毎朝、立っていると、子どもたちが挨拶をし
てくれます。近くの幼児学園まで聞こえそうなくらい大きな声で挨拶する子。階段を急いで駆け上がりながら挨拶
をする子。私の目を見て、丁寧にお辞儀をしながら挨拶する子。人それぞれ挨拶のしかたには個性が見られますが、
全員が「挨拶をするのは当たり前なんだ。」という意識をもってしているように感じます。
　本校では「ああかるく　げんきに、いいつでも　どこでも　だれにでも、ささきに、つつたえるきもちで」を合言葉に、
挨拶の指導をしています。しかし、学校の力だけでは、一朝一夕に身につくことではありません。小学生にとって、
言葉で伝えられただけで行動に移すというのはなかなか難しいことで、近くによいお手本があると、真似をして自
然とよい行動ができるようになるのです。きっと、ご家庭や地域でも日頃から挨拶の大切さを伝え、大人同士が挨
拶し合う姿を実際に見せてくださっているからだと思います。
　登下校の子どもたちの安全を交差点などで見守りながら、挨拶をしてくださっている地域の方々。子どもたちと
一緒に登校しながら声をかけてくださっている保護者の方々。本当にありがとうございます。これからも、多くの
方々にご支援・ご協力をいただきながら、子どもたち一人ひとりを大切に育てていきたいと思っています。
� 仙石原小学校  ☎８4－8049
照会先　教育委員会生涯学習課  ☎８５－７６０１

コラム 「家庭教育を考える」
～地域でささえる・地域へつなぐ～

箱根町『分離型』一貫教育のはなし箱根町『分離型』一貫教育のはなし
《ＩＣＴ活用推進編》《ＩＣＴ活用推進編》

～「箱根土曜塾」の教材について～～「箱根土曜塾」の教材について～
　箱根土曜塾では、学力に応じて、受講生を ６ つのグループ（ 5～6   名）に分けて実施していま
す。受験対策を熟知した講師たちが各グループを担当し、受講生に合わせたプログラムで授業を
行っています。
　プログラムは、土曜塾開講期間の半年間で中学校 3 年分を効率的に復習しながら高校入試に照準
を合わせていく内容です。
　授業では 1 人 1 台タブレットを使い、オンライン学習システムと箱根土曜塾専用のオリジナルの
テキストを駆使し、問題演習を繰り返し行っています。
　演習後に、講師が解説を行った後、演習問題の答えを受講生が発表したり、受講生同士で教え
合ったりと積極的に授業に参加することで理解の定着を図っています。
　また、オンライン学習システムは、箱根土曜塾で主に学習する英語・数学だけでなく、理科・社
会・国語の学習もカバーできるので、 5 教科をバランス良く、自分に合ったスピードで計画的・継

続的に学習を行うことができます。
　自宅にインターネット環境とパソ
コンやタブレット端末があれば、開
講期間中には学校の授業の予習・復
習だけでなく、定期テスト対策とし
ても活用できます。
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広報はこね　2022.October

広報はこね　2022.October　学校での問題や教育に関する相談は教育委員会内の教育相談センター☎85−7776へ！

箱根町
公式LINE

行政情報をいち早く提供するため、LINEを始めました。
友だち登録・利用上の注意は ２次元コードから！

友だち登録 利用上の注意

社会教育センター図書室から
《ハロウィンの本》
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吾
ご

さん	7  /11	93 歳� 仙 石 原
9 月号に、勝又建吾さんが亡くなられた記載が町の不手際
で漏れてしまいました。心よりお詫び申し上げます。

おくやみ（8 /15〜 9 /14受付分）
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さん	9  /10	79 歳� 仙 石 原

赤ちゃん誕生（誕生証書 ８月発行分）
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づ き
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田
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大ちゃん	 ８ /23	 央
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さん� 仙石原

　今月は次の本を紹介します。

「おばけくんのハロウィン」
� 新井洋行（作・絵）ＫＡＤＯＫＡＷＡ
　きょうはハロウィンです。いつもひとりぼっちのおば
けくんですが、この日だけは正体がばれずに、仮装をし
たこどもたちと一緒に遊ぶことができます。色々な家を
まわって、お菓子をたくさんもらい、おおはしゃぎです。
ところが、途中でおばけくんを見た犬が飛びかかってき
て…

「資料室の日曜日　ミイラとハロウィン」
� 村上しいこ（作）講談社
　10月のある夜、せんねん町のまんねん小学校の資料室
に、助けを呼ぶ声が聞こえてきました。
　いしうす、ちゃぶだいなどの古い道具たちは、声の主
を訪ねて、せんねん町そうごう病院のちゅうおうエレ
ベーターに向かいます。その先に待っていたのは…

� 照会先　社会教育センター  ☎８２ − ２６９４

移動図書館きつつき号巡回予定表
※�巡回予定は変更になる場合があります。詳しくは社会教育センターに

問い合わせてください。
場　所 日　時

１
コ
ー
ス

箱根幼稚園

10/12㈬・26㈬

9 ：20～9  ：40
畑宿寄木会館 １０：００～１０：１５

湯本茶屋（静観荘駐車場） １０：３０～１０：４５
山崎集会所 １１：００～１１：１５

２
コ
ー
ス

箱根の森小学校 10/13㈭ 10：20～10：40
大平台姫之湯

10/13㈭・27㈭

１３：５０～１４：０５
宮ノ下駐車場 14：20～１４：35

強羅向山公園駐車場 １４：４５～１５：００
宮城野保育園 １５：１０～１５：４０

３
コ
ー
ス

役場本庁駐車場 10/14㈮・28㈮ １２：３５～１２：５０
１４：55～15：10

湯本小学校 10/14㈮ 10：15～10：35
10/28㈮ １３：00～13：30

湯本幼児学園 10/14㈮・28㈮ １３：５０～１４：20
町社会福祉協議会 １４：30～１４：45

４
コ
ー
ス

さくら館 10/ 5 ㈬・19㈬ １０：４５～１１：００
宮城野公民館 公民館改修工事の為 8～ 10月は巡回を休止します
箱根中学校 10/ 5 ㈬・26㈬ １３：0５～13：20

元箱根集会所 10/ 5 ㈬・19㈬ １３：４５～１４：００
箱根集会所 １４：１０～１４：２５

５
コ
ー
ス

仙石原小学校

10/ 7 ㈮・21㈮

13：00～13：30
アレンジメントケア箱根仙石原 １３：40～13：55

仙石原幼児学園 １４：１０～１４：４０
仙石原文化センター １４：５５～１５：１０
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※�各イベントの詳細は、生涯学習課に問い合わせてください。� 照会先　生涯学習課  ☎８５ － ７６０１

日　時　10月13日㈭  18時30分開会
場　所　箱根中学校グラウンド（小雨決行）
内　容　 ５ 人 １ 組による団体戦
対象者　町内に在住・在勤の方
参加費　 １ チーム500円
※ ８ 月25日から延期して
　開催します。

町グラウンドゴルフ大会

日　時　10月20日㈭  18時30分開催
場　所　星槎レイクアリーナ箱根
対　象　��町内に在住・在勤で小学 ５ 年生以上の方
内　容　 ４ チームによるリーグ戦（ １ 試合 6 ゲーム）
参加費　１チーム300円
チーム数　�16チーム（それぞれ ３ 人一組、申込順）

持ち物　室内運動靴
申込方法　�10月 ６ 日㈭17時までに
　　　　　電話で申し込んでくだ
　　　　　さい。

ニュースポーツ大会『ユニカール大会』

日　時　11月10日㈭  18時30分開催
場　所　星槎レイクアリーナ箱根
内　容　�ユニカール、ペタンク、
　　　　輪投げ
　　　　�（いずれも地域体育会によ

る対抗戦）
持ち物　室内運動靴

はこねスポーツまつり2022
出張体操教室
日　　程
　10月 4 日㈫ 　 ・10時～11時30分
　　　　　　　　さくら館機能訓練室
　　　　　　　・1４時～1５時30分
　　　　　　　　仙石原文化センター和室
　 10月19日㈬ 　 ・10時～11時30分
　　　　　　　　社会教育センター
　　　　　　　　軽スポーツ室
　　　　　　　・1４時～1５時30分
　　　　　　　　郷土資料館学習室
対　　象　１６歳以上
内　　容　�軽運動とストレッチを合わせた体に

優しい体操です。
持 ち 物　�運動のできる服装、タオル、水筒、

会場が社会教育センター・さくら館
の場合は室内運動靴、郷土資料館の
場合は屋外運動靴

参加方法　�会場にて講師に直接声をかけてくだ
さい。

� 照会先　教育委員会生涯学習課
�   ☎８５ − ７６０１

 おとな水中運動教室   日　　程　10月 4 日㈫ ・ 18日㈫
 お と な 水 泳 教 室   日　　程　10月 7 日㈮ ・ 12日㈬ ・ 21日㈮ ・ 26日㈬
実施時間　14時～15時／18時30分～19時30分　＊各時間定員15人先着順
対 　 象　大人（中学生以上）
受 講 料　 1 回券700円、フリーパス2,000円、10回券7,000円

 こども・幼児水泳教室A   日　　程　10月 8 日㈯ ・ 15日㈯ ・ 22日㈯ ・ 29日㈯
 こども・幼児水泳教室B   日　　程　10月 9 日㈰ ・ 16日㈰ ・ 23日㈰ ・ 30日㈰
実施時間　A： 9 時～10時、幼児：10時～11時　＊各時間定員15人
　　　　　B：10時～11時、幼児： 9 時～10時　＊各時間定員15人
対 　 象　こども：小学生、幼児： 3 歳～未就学児（要オムツ離れ）
受 講 料　週 1 回券1,000円
受講方法　�受講希望日の前日までに予約してください。週1回券（フリーパス）は、

有効期限内で 4 回まで受講が可能です。ただし、 5 回目以降の受講を希望
の方は、 1 回券の購入を可とします。

予約方法　さくら館プール受付まで、直接もしくは電話で申し込んでください。
予約開始日　10月 1 日㈯  9 時から

【共通】【共通】
持 ち 物　水着、水泳帽、タオルなど遊泳に必要なもの
入 場 料　大人300円、中学生以下100円（障がいのある方、未就学児は無料）
そ の 他　プールの利用時間は 9 時～20時です。（入館は19時30分まで）

 プール休業日   10月 3 日㈪ ・ 11日㈫ ・ 17日㈪ ・ 24日㈪ ・ 31日㈪
� 照会先　さくら館  ☎85 − 0800

公益財団法人神奈川県市町村振興協会

　 ６ 月21日に湯本富士屋ホテルにて開催され
ました日本温泉協会会員総会の運営等を担っ
た同総会箱根受入実行委員会（右：岡田 浩
一郎 委員長・左：関 豊 日本温泉協会専務理
事）より温泉資源の保護のために寄付金が贈
呈されました。

温泉資源の保護に寄付
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一つのマップで、交通情報・防災情報が見られます。
是非、アクセスしてください！はこぼうマップ運用中

アンケート調査に回答すると、回数に応じて謝礼品がもらえます。
詳しくは、「箱根町町政モニター」で検索！町政モニター募集中 箱根町町政モニター 検索
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いちじくの
サラダ

●趣味の教室
書　道　10月 7 日㈮・21日㈮・11月 4 日㈮
　　　　13時30分～15時30分
絵手紙　10月13日㈭・27日㈭・11月17日㈭
　　　　 9 時30分～11時30分
レジンクラフト（アクセサリー作り）
　　　　10月17日㈪・11月21日㈪  11時～14時
対　象　各教室とも町内在住の60歳以上の方
※開催日および開催時間が変更になる場合があります。
●健康相談
日　時　10月14日㈮  13時30分〜14時受け付け
内　容　�健康管理、生活習慣病予防、食事指導、血圧測定

など
対　象　町内在住の60歳以上の方

やまなみ荘コーナー
照会先　福祉課  ☎85−7790

休日急患（医科）
　当番医は変更になる場合があります。また、夜間診療
ができる病院については消防署（☎82 − 4511）に確認し
てください。
診療時間　 9 時30分～17時
当番日 当番医 所　在 電話番号
10／2  箱根リハビリテーション病院 仙石原 84 － 9111

9 土屋医院 湯　本 85 － 5034
16 仙石原永井医院 仙石原 ８４ － ８２９５
23 元箱根木村医院 元箱根 85 － 1117
30 箱根リハビリテーション病院 仙石原 84 － 9111

※10/10㈪は小田原市休日夜間急患診療所を利用してください。
（小田原市酒匂 2 − 32 − 16／☎0465 − 47 − 0823）
診療時間は 8：30～ 11：30、13：00～15：30、18:00～22:00です。
※受診の際にはお薬手帳を持参してください。
※夜間診療ができる病院などについては、消防署（☎82 −
4511）に問い合わせてください。

◆ 4か月児健康診査
日　時　10月 7 日㈮  12時50分～13時20分受け付け
対　象　令和 ４ 年 6 月・ 7 月生まれの乳児
持ち物　母子健康手帳、問診票、バスタオル
◆ １歳 6か月児健康診査
日　時　10月 7 日㈮  12時50分～13時20分受け付け
対　象　令和 ３ 年 4 月・ 5 月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ、問診票、バスタオル
◆ 2歳・ 2歳 6か月・ 3歳児歯科健康診査
日　時　10月21日㈮  13時～13時30分受け付け
対　象　令和元年 9 月、令和 2 年 3 ・ 9 月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ、歯科保健カード
◆赤ちゃんとママパパの会（いちご教室）
　「妊産婦のヒーリングケアと食事」
日　時　10月 5 日㈬  11時45分～14時
対　象　�2 か月〜18か月頃までの乳児と保護者、妊婦等
※事前に電話で申し込んでください。
※場所はいずれもさくら館です。

すくすくキッズコーナー
照会先　子育て支援課☎85−9595

　いちじく（無花果）は、小アジア
原産のクワ科の果実です。
　県西地域では、南足柄市や大井町、開成町が主な産
地で、収穫される「あしがらいちじく」は、朝採り完
熟収獲で、11月中旬まで出回ります。
　栄養価は、カリウムやカルシウムなどのミネラルや
ビタミンＢ 1 、Ｂ 2 などのビタミン類、食物繊維など
を含みます。
　選び方のポイントは、
ぽてっと丸みがあり、切
り口から先端まで色づい
ていて、皮に張りがある
ものを選びましょう。
　先端部分が裂けて割れ
始めているものは食べご
ろです。
照会先　さくら館  ☎８５ − ０８００
※�参考：
　神奈川県ＨＰ（農産物の上手な
　利用法）、かながわブランド
●材料（ ２ 人分（目安））
いちじく� ２ 個
　…�先端から皮をむいて縦に ４ 等分に切る。
ベビーリーフ� ５０ｇ
生ハム� ３０ｇ
クリームチーズ� ２ つ
★�エキストラバージンオリーブオイル
　� 小さじ ２
★バルサミコ酢� 小さじ １
★こしょう� 少々
●作り方
①　�深めの器に★印の材料を入れて、混ぜ合わせる。

（ドレッシング）
②　�皿に、ベビーリーフ、いちじく、生ハムとクリー

ムチーズをちぎりながら盛りつける。
③　�食べる際に、①のドレッシングをかける。

〜レシピアレンジ〜
　ナッツ類やブルーベリーを加えたり、チーズの種類
を、ゴルゴンゾーラなどに替えて、お好みにアレンジ
しても♪

税
金
・
保
険
料
の
納
期

10月31日㈪納期限

　上記については、夜間・休日も、納付書裏面記載
のコンビニエンスストアで納付ができます。（納期
限が過ぎている納付書では納付できません。）
　納期限が過ぎている納付書で納める方は、至急本
庁舎・出張所または金融機関で納付してください。
※�新型コロナウイルス感染症の影響により、税金お

よび保険料が一時的に納付困難な場合には、ご相
談ください。

＝納付は便利な口座振替で＝
口座振替を希望される方は、連絡してください。
照会先　◎税務課（収納係）☎85 − 9573
　　　　☆保険健康課　　　☎85 − 9564

◎町県民税� （第 ３期）
☆国民健康保険料� （第 ５期）
☆介護保険料� （第 ５期）
☆後期高齢者医療保険料� （第 ４期）

普通救命講習Ⅰ
日　時　10月15日㈯・24日㈪
いずれも ９ 時～12時
内　容　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）
を用いた心肺蘇生法および止血法など
場　所　消防本部体育訓練室
対　象　町内在住（中学生以上）・在勤
の方
定　員　各10人（申込順）
その他　修了者には修了証を発行します。
　また、全ての受講者は同講習会受講に
あたり「新型コロナウイルス感染症予防
対策チェックシート」の提出をお願いし
ます。
申込・照会先
　消防署警備課（救急係）  ☎82 − 4511

木造住宅
無料耐震相談会

　いつ起こるかわからない地震に備える
ために、建築士による無料耐震相談会を
開催していますので、ぜひこの機会に参
加してください！
日　時　10月19日㈬  13時30分～15時30分
場　所　社会教育センター第 1 会議室
対　象　①町内に所有かつ居住している
住宅②昭和56年 5 月31日以前に建築され
た木造で平屋・ 2 階建ての住宅（兼用住
宅は 2 分の 1 以上が住宅用途であるも
の）③枠組壁工法またはプレハブ工法で
ないもの。
その他
〇上記の日時・場所ではご都合が合わな
い場合は相談してください。別途個別に
調整します。

催 し
歩く会

都市公園と神社コース
［12㎞］

日　時　10月10日㈪  ９ 時20分（雨天中止）
集合場所　二宮駅北口
コース　吾妻山公園～葛川散策道～川勾
神社～一里塚～二宮駅
※帰路　二宮駅から J R 利用
会　費　500円（保険料他）
※初参加の方は別に500円が必要です。
照会先　箱根町歩く会事務局
　　　　☎85 − 6788
※当日開催の有無は☎85 − 6788で確認し
てください。音声メッセージが流れます。
　電話がかけられる時間は、前日の17時
から当日の 9 時までです。

案 内

高次脳機能障害専門相談
日　時　11月 4 日㈮  14時～15時30分
場　所　おだわら障がい者総合相談支援
センタークローバー（小田原市久野115
− 2  おだわら総合医療福祉会館 1 階）
対　象　高次脳機能障がいの方および家
族、支援者
照会先　おだわら障がい者総合相談支援
センタークローバー  ☎0465 − 35 − 5258

小田原保健福祉事務所
各種相談日

○�エイズ相談・検査
　10月19日㈬  ９ 時～11時
○�医師による精神保健福祉相談
　10月13日㈭・18日㈫・20日㈭・11月10
日㈭　いずれも13時30分～16時30分
○�医師による認知症相談
　11月 4 日㈮  13時30分～16時30分
○�療育歯科相談
　10月27日㈭  ９ 時～15時30分
※予約制です。相談を希望する方は、前
日までに連絡してください。
照会先　小田原保健福祉事務所  ☎０４６5
− ３２ − ８０００（内線3239：療育歯科相談・
内線３245：その他の相談・検査）

子どもほっと相談
日時・場所
・10月 5 日㈬　役場分庁舎
・10月18日㈫　温泉公民館
・11月 1 日㈫　箱根集会所
いずれも11時～15時
内　容　教育に関する相談
相談員　教育相談センター相談員
※希望する方は事前に予約してください。
照会先　教育相談センター  ☎８５ − ７７７６

心配ごと相談
日時・場所
・10月 5 日㈬　役場分庁舎
・10月18日㈫　温泉公民館
・11月 1 日㈫　箱根集会所
いずれも13時30分～14時
内　容　生活、人権に関する相談、国や
県への要望など
相談員　民生委員児童委員、人権擁護委
員、教育相談センター相談員、総務省行
政相談委員
※希望する方は事前に連絡してください。
備　考　新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、通常より時間を短縮して開設
します。相談は電話でも受け付けていま
すので、暮らしの中の困りごとなどがあ
る場合は福祉課に連絡してください。
照会先　福祉課  ☎85 − 7790

福祉相談会
日時・場所
・10月13日㈭　役場分庁舎 4 階第 ７ 会議室
・10月27日㈭　さくら館ボランティア室A
（当日の電話相談は☎85 − 0800まで）
いずれも10時～12時
対　象　身体・知的・精神障がい者およ
び家族
内　容　社会福祉士など専門家による面
接相談、電話相談
照会先　福祉課  ☎85 − 7790

社会保険労務士
無料相談会

日　時　10月16日㈰  10時～16時
場　所　ハルネ小田原うめまる広場
内　容　労働問題（労働時間、賃金、雇
用、労災、安全衛生）、社会保険（健康
保険、年金）など
照会先　神奈川県社会保険労務士会小田
原支部 ☎0465 − 37 − 9318（担当　山室）

○相談会では、図面等を用いて診断を行
います。当日は、建築年や建物の概要が
分かるもの（建築確認通知書、建物の平
面図や間取図、内観や外観の写真など）
を持参してください。
※図面などがない場合は申し込みの際に
担当者に伝えてください。
○相談時間は概ね 1 棟につき 1 時間です。
照会先　都市整備課  ☎85 − 9566

行政書士による
成年後見・遺言・相続等

無料相談会
　自分自身や大切なご家族の将来の安心
に備えるために、気になることを相談し
てみませんか？
日　時　10月13日㈭  14時～16時
場　所　仙石原文化センター ２ 階第 １ 会
議室
※新型コロナウイルス感染防止の観点か
ら、完全予約制となりますので、事前に
箱根町地域包括支援センターに申し込ん
でください。
照会先　箱根町地域包括支援センター
　　　　☎85 − ３００２

旬を知っておいしく食べよう

栄養満点減塩レシピ!

栄養価（ １ 人分）
　エネルギー：149kcal
　蛋白質：4.9g
　脂　質：9.9g
　食塩相当量：0.5g
　※ベビーリーフ除く
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ふれあいひろば ●�ホームページ内「写真ニュース」でも
地域の話題を配信中！
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みんなでシェアして、低炭素社会へ。

環境先進観光地
―箱根

コンセントを
こまめに抜いて待機電力をカット!

町の人口と世帯
− 9月 １日現在−

●人口　10,999人
　男　5,264　　女　5,735
●世帯　 6,349

焚き火で料理体験
● 9 / 8 （箱根幼稚園）

　町と包括連携協定を結んでいる株式会社ゴールドウィンの協
力のもと、幼稚園・幼児学園・保育園の ５ 歳児が一堂に会し、
焚き火での料理を体験しました。園児達は、講師の小雀さんに
教わりながら、午前の部では湯本幼児学園と仙石原幼児学園の
園児が、自ら包丁で切った野菜を使ってパスタを、午後の部で
は宮城野保育園と箱根幼稚園の園児が、マシュマロを焼いてビ
スケットに挟んだスイーツのスモア（表紙写真）を作りまし
た。火は暖かくて、料理が作れる反面、熱くて、やけどの恐れ
もあることを学ぶ貴重な機会となりました。

箱根町総合防災訓練
● 9 / 6 （仙石原浄水センター）

　 3 年ぶりの開催となった総合防災訓練。新型コロナウイルス
感染症の拡大防止のため、防災関係機関のみで行われました。
また、各地域では地域分散型防災訓練が行われ、緊急時の対応
について見つめ直す良い機会になりました。自分と大切な人を
守るためには、日頃からの備えが大切です。家族や地域の方
と、防災について話し合ってみましょう。
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　カエデの見分け方を解説したリーフレットを参考に、園
内を回り、クイズに解答します。
全問正解者には素敵なプレゼントがあります。
期　間　10月中旬～落葉まで
※園内企画展示場で「秋の山野草展」も開催中です。※園内企画展示場で「秋の山野草展」も開催中です。
照会先　箱根湿生花園  ☎８４ − ７２９３

カエデウォッチングラリー

紅葉リンドウ

「じいじ」「ばあば」見えてるー？
　湯本幼児学園では敬老の日にちなみ、
9 月16日おじいちゃんおばあちゃん達
とウェブ会議システムを利用して交流
会を行いました。お話をしたり、最近
頑張っていることや得意なことを披露
したり、元気な声で歌を歌いました。
　照れて少ししかお話できなかった子
も、得意なことを披露する場面になる
と、かっこよく縄跳びや鉄棒をし、み
んなから拍手が湧きました。新たな試
みでしたが、様々な事情でなかなか会
えない方も、子どもたちの元気な姿を
見て、とても嬉しそうに目を細めてい
ました。


